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平成２８年度学部学生による自主研究奨励事業研究成果報告書 
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今回出場した BIOMOD（International Bio-molecular Design Competition）とは、大学生が生体
分子をナノスケールで制御するための技術を習得し、システムを設計・構築・分析して、その成果を



























1.  理論立て 
2.  CNCを用いた実験 
3.  DNAorigami構造体を用いた実験 










 1.  1次元での振動とする 
 2.  外力はブラウン運動とクーロン力のみとする 
 3.  ブラウン運動は周期的な外力する 
 4.  ブラウン運動の周期は温度に依存する 
 
この時点で、運動方程式は次のように表せる。 
 𝑚?̈? + 𝑐?̇? + 𝑘𝑥 = 𝐹𝑜𝑠𝑖𝑛𝜔𝑡 +
𝐴
(𝑥 + 𝑙)2
 (1)  
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 (2)  
ラプラス変換（初期値はすべてゼロ）して、 





























































































s2 + 2𝜁𝜔𝑛𝑠 + 𝜔𝑛2 +
𝐴
4𝑙3












































 次に作成したシリンダーに CNC を入れた。最終目標は DNA バネを入れることだが、難易度がか
なり高いため，最初はモデルとして DNAの代わりに CNCを用いたのである。そして、CNCを入れ
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3.3 DNAorigami構造体を用いた実験 


























う。今後も大阪大学から Team HANDAIとして BIOMODに出場していき伝統を築けたらと思う。 
申請先学部 基礎工学部 












以下が我々大阪大学チームの製作した Youtube 動画と webページのリンクである． 




[1]BIOMOD 2016日本大会 分子ロボティクス，http://www.molecular-robotics.org/biomod2016jpn/  
[2]BIOMOD 公式ホームページ，biomod.net 
[3]吉川隆夫、松井功一、石井範昭。エンジニアリングにおけるダイナミクスコロナ出版 
 
